
 

 

 

 

 

              

1 学期お疲れさまでした。 

今日で 1 学期が終了します。クラス替えでの人間関係や、難しくなった授業などに戸惑いながらも、

何とか踏ん張って学校生活を送ってきた生徒も多いかと思います。本当にお疲れさまでした。 

７月１６・１７日のスポーツ大会では高温となる中、け

が人等も出ることなく終わることができました。このスポ

ーツ大会で皆さんは何を学びましたか？ただ、時間が過ぎ

るのを待ちましたか？競技に没頭しただけですか？多くの

人と協力が必要な場面では、多くの気づきがあります。そ

れが学びになります。また、私が皆さんに学んでほしいこ

とは、ルールの中で楽しむということです。文化祭や修学

旅行など行事が続くこともありますが、人の間で生きていく限り、このことは肝に銘じてください。 

さて、明日から夏休みです。７月２２日は G-TEC、８月１９日からは夏季補習もありますが、それ

までの１カ月間は自由に使える時間となります。部活、趣味に熱中することも良いでしょう。加えて、

自分の将来の夢実現のために時間を使ってみませんか？この夏休みにオープンキャンパスに参加する

生徒もいます。素晴らしいことです。この夏休みが、皆さんにとって有意義な時間になることを願い

ます。(２学年主任) 
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～素直な心をもって修行すれば、いつでも、どこでも 

今いる場所が道場となって、自分を精進させることができる～ 
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         ８月の行事予定 

１３日(水)～１５日(金) 学校閉庁日 

１８日(月) 全統模試 

１９日(火)～２５日(月) 夏季補習 

２６日(火) 2 学期始業式・課題テスト 

３０日(土)・３１日(日) 文化祭 

         

９月の行事予定 

１日(月) 文化祭片付け・クロージングセレモニー 

 ２日(火)・3 日(水) 文化祭の代休 

２７日(土) 考査前学習会 

２９日(月)～１０月２日(木) 2 学期中間考査 

 

※ ７月２２日は G-TEC です。時間に注意して登校してください。 

８月２６日の時程 

～ 8:00   登校 

8:05～         朝学習・SHR 

8:25～  9:00 清掃 

9:05～  9:45    始業式 

10:00～10:20    服装頭髪指導 

10:20～11:00 LHR 

11:15～12:05 課題テスト(国) 

12:45～13:35 課題テスト(数) 

    数学未選択者は自習 

13:50～14:40 課題テスト(英) 

 



喜多方高校２年生へ  今回は 蓮沼誠志先生(２-1 副担任) です。 

  

「人生は楽しすぎる！！」 

 

 高校生の時に、私がこの題を目にしたら正直「何、寝言いってんだよ。むかつく！」と思った

と思います。ただ、現在６２歳の私は本当にそう感じているのです。 

 唐突ですが、なぜ私たちは「勉強」をするのでしょう。私の答えはこうです。「幸せになるた

め」。しかし、自分だけが幸せでもそれはつまんないですよね。皆さんが手にした学びで皆さんの

家族であったり、かかわる方々すべての人々を幸せの光で包んでください。そのために皆さんは

学んでいるのです。「私なんかいなくったって世の中は困らないし」いやいや、皆さん一人一人は

間違いなく神様から尊い使命を授かっているのです。また、一見世の中に出て役に立ちそうにも

ない学びもあるように思えます（因数分解なんか知らなくてもよくない？）。それについて、はっ

きり申し上げます。人生において無駄は何一つありません。不必要なものも必要なのです。よく

一つの物事を成すときに「こっちの道じゃなくて、あっちの道を通った方がよかった。遠回りを

して損しちゃった」と思った人はいませんか。私も若いころはよくそういった場面に遭遇しまし

た。でも、後々考えてみると遠回りをしたおかげで見えないものが見えたという経験を数多く味

わいました。そして、「こんなの絶対役に立たないよな」と思った道具にどれほど救われたか。失

敗は皆さんを育んでくれます。 

 還暦を過ぎて、以前できていたことが少しずつできなくなってきました。ところが不思議なこ

とに、できなくなったことの数より、興味を持てることの数の方が圧倒的に増えてきたのです。

さあ、なぜでしょう。それは、歩みはのろいかもしれませんがこれまで“私は学び続けてきたから”

です。その学びがヒントとなり興味関心の種がどんどん芽を出し、泉のように湧き出してきてい

るのです。私は今、まだ青春（あおはる）のど真ん中にいます。楽しくて楽しくて、仕方がない

のです。わくわくしてやりたいことが尽きないのです。幸せです。 

 若い皆さんに思います。学んでください。幸せになるために。 

 

次回は副担任の、大澤真奈美先生に書いていただきます！！ 

 


